
令和４年度　第一中学校区地域包括支援センター事業実施計画書
実施方針 目　標

地域住民が主体的に介護予
防に取り組めるよう支援し
ます。

しまトレや居場所を実施していない地域での紹介・
新設や、既存の地域活動の継続を支援していく。

・しまトレや居場所の紹介、新設に向けた支援：３ヶ
所（伊久身地区、伊太地区、向谷地区　等）

多死社会を迎える中でどう
生きるかを考える機会が持
てるよう支援します。

もしバナゲームの体験を通して、人生の最期に大切
にしたいこと、思いを知る機会を持つ。

・もしバナゲーム開催：年10回
（高齢者団体参加者、スタッフ、民生委員、事業所職
員等）

高齢者が住み慣れた地域で
安心して暮らすための体制
を整えます。

個別課題解決や地域課題について地域ケア会議を開
催する。
個別地域ケア会議
テーマ：①多重課題世帯支援　②介護者支援・離職
防止　③高齢者の住まい
小地域ケア会議
テーマ：①多職種連携体制　②介護者支援　③地域
資源について

・個別地域ケア会議：年７回
・小地域ケア会議：年３回
参加者：地域住民・行政・障害・福祉課・社協・民生
委員・介護支援専門員・介護保険事業所・不動産業
等

若い世代や職域サポーターを養成する。
認知症サポーター養成講座の開催：５回（小中学校、
放課後児童クラブ、ネットワーク参加事業所）

認知症の人が安全に外出できる地域の見守り体制づ
くりや、ＩＣＴを活用した捜索システムの普及を図
る。

・捜索模擬訓練の実施：年１回（稲荷町自治会）
参加者：自治会・地域住民・行政・民生委員・ケアマ
ネ等
・みまもりあいアプリの講話の開催：年１回（ネット
ワーク参加事業所）

認知症の人やその家族の社会参加を支援していく。
・既存のオレンジカフェの定期訪問、交流会
・オンラインオレンジカフェの開催：年１回

地域の企業に地域課題を発信し、高齢者の見守り体
制の強化を図る。

第一地区高齢者見守りあんしんネットワーク通信の配
布：年２回（５・10月）
配布先：ネットワーク参加事業所

医療・ケアを提供する専門職の会を定期的に開催す
る。

ケアカフェ：年４回　（5・８・11・２月）
内容：企画は当番制。
参加者：医師、薬剤師、ケアマネ、介護事業所、医療
介護連携室、行政　等

家族介護者が相談しやすい体制づくりを行う。 出張相談会：年３回（旧北中学校区）

介護離職についての実態を把握し、防止に向けた働
きかけを行う。

・介護離職に関するアンケートを配布・集計。
配布先：ネットワーク参加事業所
・企業を対象とした介護勉強会の開催：年１回
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認知症施策の推進

認知症になっても、最後ま
で住み慣れた地域で自分ら
しく暮らし続けることがで
きる地域づくりを目指しま
す。

多職種、多機関とのネットワーク構築
多職種、多機関と連携を図
り、チームで高齢者を支援
していきます。

高齢者を地域で支える体制づくり

家族介護者の負担軽減・離職防止に向
けた取り組み

安心して在宅介護が継続で
きるよう支援していきま
す。
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